<Translation and Notes> Codex Theodosianus (15) by テオドシウス法典研究会 代表　後藤篤子
<史料紹介> テオドシウス法典 (Codex
Theodosianus)(15)
著者 テオドシウス法典研究会 代表　後藤篤子
出版者 法政大学史学会
雑誌名 法政史学
巻 64
ページ 39-57
発行年 2005-09-30
URL http://hdl.handle.net/10114/10832
一一一二一一一年（法文①～⑩）（以上「専修法学論集」第五九号
［一九九三年九月］）
一一一一一一四年（法文⑪～⑫）（以上Ｍ六○号［’九九四年三
川己
一一一一一一一五年一月～一○月（法文⑳～⑫）（以上向六一号［’
九九四年七月］）
川一一一一五年一一月～三一六年（法文⑬～⑮）（以上向六一二
号［一九九五年三月］）
五一二一七年～一一一一九年一一一月（法文⑯～⑳）（以化「立教法
学」第四三号［’九九六年一一月］）
六
三
一
九
年
四
月
～
七
月
（
法
文
⑳
～
⑩
）
（
以
上
同
四
五
号
［
’
九
九
六
年
九
月
二
七
一
一
二
九
年
七
月
～
一
○
月
（
法
文
⑭
～
⑰
）
（
以
上
向
四
七
号
テオドシウス法典（ｏＣｇの〆弓冨ＣＱｏの一目こめ）（一五）（後藤）
〈史料紹介〉
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
法
典
（ＯｏｇＨＨロ①。□○の日ロロの）（一五）□九九七年七月］）
八一一二九年一一月～’一一二○年一一月（法文⑩～⑪）（以上
何
五
○
サ
ロ
九
九
八
年
七
月
］
）
九三二○年一一川～一一一二一年一Ｍ（法文⑰～⑲）（以上Ｍ五
三号［一九九九年七月］）
一○一一一二一年一一月～八月（法文⑪～⑰）（以上何五六号
［二○○○年八月］）
一一一一三一年八月～’一一二一一一年四月（法文⑲～⑪）（以上向
五八号［二○○一年七月］）
一二一二一一一二年五月～一一一一一五年六月（法文⑪～⑳）（以上
『法政史学」第五七号［’’○○二年三月］）
一一一一一一三五年六月～一二一一六年一一一月（法文⑩～⑩）（以上同
五九号［二○○三年三月］）
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
法
典
研
究
会
（
代
表
後
藤
篤
子
）
三
九
Hosei University Repository
そ
の
働
き
と
功
績
の
ゆ
え
に
我
等
が
何
か
を
賄
与
し
た
相
手
の
者
た
ち
は
、
妨
害
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
自
ら
の
権
利
の
う
ち
に
留
ま
る
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
訴
訟
の
煩
わ
し
さ
を
受
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
動
揺
を
も
た
ら
そ
う
と
し
て
訴
訟
を
起
こ
し
た
者
は
、
占
有
し
て
い
る
者
を
煩
わ
せ
る
こ
と
な
く
、
明
白
な
証
拠
に
よ
っ
て
自
ら
の
権
利
を
立
証
す
る
よ
う
に
、
汝
の
審
理
に
付
さ
れ
る
べ
し
。
か
か
る
審
理
に
お
い
て
は
、
我
等
の
気
前
良
さ
の
果
実
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
汝
自
身
が
訴
え
ら
れ
た
者
の
役
割
を
引
受
け
る
べ
し
。
と
い
う
の
は
、
本
法
に
よ
っ
て
以
下
の
よ
う
に
定
め
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
か
か
る
訴
え
に
赴
く
者
は
誰
⑳
第
一
○
巻
第
八
章
第
三
法
文
同
（
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
（１）
ルスに〈一旦示す〉。
承
前
、－〆
四三一一六年一一一月～七月（法文⑳～⑳）（以上向六一一号
［二○○四年九月］）
五一一三六年八月～三一一七年一一一月（法文⑳～⑪）（以上本
誌）
法
政
史
学
第
六
十
四
号
（Ⅱコーンスタンティーヌス）
帝
が
首
都
長
官
セ
ウ
ェ
ー
四
○
（２）
で
あ
れ
、
前
述
の
規
定
に
従
っ
て
自
ら
の
権
利
を
証
明
す
べ
し
。
判
明
し
た
こ
と
は
、
我
等
の
知
る
と
こ
ろ
と
す
る
べ
し
。
そ
れ
は
、
既
述
の
よ
う
に
、
占
有
す
る
こ
と
の
確
実
性
を
永
久
に
手
に
し
、
現
に
（３）
占
有
し
て
い
る
者
た
ち
の
所
有
権
は
安
全
で
あ
る
以
上
、
自
ら
の
由
‐
（４）
立を証明した者たちに、我等の恩寵によって他からどのよ
う
な
救
済
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
か
を
我
等
が
慮
ら
ん
が
た
め
で
あ
る。正
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
が
七
度
目
に
し
て
副
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
八
月
三
日
パ
ラ
ー
テ
ィ
ウ
ムで朗読す。
（１）の①ぐ①日の．一一一二六年一Ⅱ四ｎから同年一一月二一Ⅱまで
首都長官職に就いていたことが確認される少Ｑ旨のの①ぐの目印
と考えられる。、［・因四日の印・ニミロ愚言も」■一四用向・一己・
の詮（シＱ｝旨のの①ご①白の］③）．
（２）の○二・吋の目の》且戸」・によれば、本法文の前半部に規定
されている「首都長官符轄の裁判所において明ｎな証拠に
基
づ
い
て
立
証
す
る
こ
と
」
を
指
し
て
い
る
。
（３）の凹冨己。⑰の己の呂巨日ロ・目の目①．皇帝により国庫帰属財
産を贈与などにより与えられた者の所有権の安全性につい
ては、すでに法文⑮や⑯においても言及されている。
（４）①斡昌の①目印・皇帝から贈与を受けた者の権利はただち
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⑳
第
一
一
巻
第
三
○
章
第
一
三
法
文
何
丁
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
首
都
長
官
ユ
ー
リ
（１）
アーヌスに〈一旦示す〉。
（２）
少
な
か
ら
ぬ
下
級
裁
判
官
ら
が
、
自
ら
の
判
決
〈
で
終
了
し
た
法
廷〉から異議申立という救済手段が取られることを不快に
思いながらも許し、彼らの不必要にして異例の報告が我等
（３）
のもとに殺到するという事態を引き起こしている。それゆ
え我等は、彼らの判決〈で終了した法廷〉から異議申立が
な
さ
れ
た
と
き
に
は
、
上
訴
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
彼
ら
が
裁
判
官
た
る
こ
と
を
止
め
た
そ
の
審
理
に
つ
い
て
、
彼
ら
が
寛
大
な
る
我
等に報告することの決して無きよう、そして、我等が代理
を託したところの貴官の神聖なる聴聞が待たれるよう、欲
テオドシウス法典（ＣＣＱの〆弓冒己Ｃの一目この）（一五）（後藤）
に
確
定
す
る
の
で
、
そ
の
後
真
の
所
有
権
者
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
者
が
登
場
し
た
と
し
て
も
、
当
該
贈
与
物
そ
れ
ｎ
体
が返還対
象
と
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
も
の
の
、
し
か
し
、
そ
の
所
有
権
者
に
対
す
る
財
産
補
償
、
た
と
え
ば
別
の
財
源
か
ら
ど
の
程
度
の
財
産
を
そ
の者に給付するかは、皇帝の専権的判断による旨を表現し
たものと考えられる。、｛・の。吾・可①ｓの．且戸一・
す
る
も
の
で
あ
る
。
正
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
が
七
度
目
に
し
て
副
帝
コ
ー
ン
（４）
スタンティウスが一一一度目のコーンスルの年の八月一二日へ－
ラ
ク
レ
ー
ア
で
付
与
す
。
（－）三国目の・一一一一一二年にプロビァーヌスと共にコーンスル
になり、一一一一一六年一一Ⅱ一三Ⅱ～三二九年九川七Ⅱに竹部
長官の任仁あった」シ曰ご旨の匡三ｏ言巨言巨の（。｛・殉国田・一》弓・
←「②｛・｛ショー言吉一、言巨言巨の邑・）。法文⑯の名宛人とも考
えられている（法文⑮註（１）を参照）。
（２）一己－８の旨（ｇｏ１ｍｍ目ｇｍ・藝般には妓下級審は州総併の
法
廷
で
あ
る
が
、
本
法
文
の
名
宛
人
は
首
都
長
官
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
下
級
裁
判
灯
ら
と
は
、
首
都
長
官
の
符
幡
領
域
（
ロ
ー
マ
市
内
お
よ
び
市
外
一
○
○
マ
イ
ル
ま
で
）
内
の
法
務
官
、
帝
室
財
産
管
理
官
、
食
糧
管
理
長
官
、
首
都
警
備
長
官
、
お
よ
び
、
首
都
長
官
の
代
阿
と
し
て
シ
チ
リ
ア
、
サ
ル
デ
ィ
ー
ー
ア
、
コ
ル
シ
カ
を
含
め
イ
タ
リ
ア
南
部
を
符
幡
す
る
在
ロ
ー
マ
管
区
代
行
（
法
文③註（１）参照）であろう。首都長官の裁判権やこれら
下級審については、法文⑭註（３）を参照。
（３）異議申立や上訴、裁判官から皇帝への報告［①一畳Ｃに関
し
て
は
、
同
一
法
文
か
ら
採
録
さ
れ
た
法
文
⑨
＋
⑩
、
法
文
⑳
、
⑬、⑳、⑲、⑲（註（３）も）等を参照されたい。
（４）ｎｏｚの弓（シヱョ）閂三○少．ご■因『、○三ｍ目シｚ『閂。●・自目
四
一
Hosei University Repository
（１）
コーンスタンーァィーヌス帝がドラキリアーヌスに〈宣示
す〉。
（ソ】）
宗教に対する顧慮ゆえに賦与共どれた諸特権は、正統なる
教
え
を
遵
守
す
る
者
た
ち
の
み
を
益
す
る
べ
し
。
そ
れ
に
対
し
異
端
（３）
者
や
分
離
派
の
者
た
十
つ
は
、
こ
れ
ら
の
特
権
に
与
ら
ぬ
だ
け
で
は
な
ム
ネ
ヲ
く
、
種
々
の
負
担
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
そ
れ
に
服
す
よ
う
、
我
等
は
欲する。
⑳
第
一
六
巻
第
五
章
第
一
法
文
法
政
史
学
第
六
十
四
号
ｏ○三ｍｍ・正帝コーンスタンティーヌスは三二六年に七度目
の
コ
ー
ン
ス
ル
位
に
副
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
と
共
に
就
い
て
い
る
が
、
三
二
四
年
一
一
月
に
カ
エ
サ
ル
称
号
を
授
与
さ
れ
た
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
が
副
帝
と
し
て
コ
ー
ン
ス
ル
に
就
任
し
た
の
は
同
年
だ
け
で
あ
り
、
「
三
度
目
」
が
問
題
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
の①①、戸記緩樹§七℃．①』のこ『Ｃは、この法文の発布年は「正
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
が
八
度
目
に
し
て
副
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ンティーヌスが四度目のコーンスルの年（Ｃ○三ｍ目シヱョニ。
シ・ぐ日向弓の○三のヨンヱヨヱ。●・ロ目Ｏｏｚｍの．）」、すなわち一一一
一一九年に帰されるべきと考え、三・日目のｇ》己ロ・｝・》、、宛同・》
］。。．□〔・》因日ご①の》ニミ向ごｓ言も．「のもこれに従う。
正
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
が
七
度
目
に
し
て
副
帝
コ
ー
ン（４）
スタンープィウスがコーンスルの年の九月一日ゲーフストゥス
で掲示す。
（１）□国三目后・本法文では職名が無いが、の①の景記這い§》
□・』コは法文⑳の名宛人と同一人物で職名は言胃言○回‐
①目の（オリエーンス管区代官）であったとする。、回円〉」》
已已。ｅ勾崖□Ｐ房ｚくめ）は法文⑳の冨日目・に基づき職
名は「（オリエーンス）道長官代行僧のロのゴ８日□国①苛巳①‐
日日己国①８弓」とする。法文⑳註（１）および（３）を参
昭汕。
ム
ネ
ラ
（
２
）
聖
職
者
に
与
え
ら
れ
た
負
担
か
ら
の
免
除
特
権
に
つ
い
て
は
、
法文⑧および⑯を参照。
（３）のＣ亘の日昌Ｑ・「破れ」「裂け目」などを意味するギリシ
ア
語
名
詞
「
シ
ス
マ
」
に
由
来
す
る
こ
の
言
葉
は
、
キ
リ
ス
ト
教
会
の
一
致
を
乱
す
者
に
対
し
て
用
い
ら
れ
、
当
初
は
教
義
的
に
異
説
（「正統」派から見た場合の）を信奉する「異端者冨円①‐
〔
ご
」
と
明
確
に
区
別
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
が
、
二
世
紀
以
後
し
だ
い
に
区
別
さ
れ
始
め
、
キ
ュ
プ
リ
ア
ー
ヌ
ス
は
「
シ
ス
マ
を
起
こ
す
者
は
司
教
を
残
し
て
外
に
自
分
の
た
め
に
偽
司
教
を
立
て
る
」
と
し
、
カ
エ
サ
レ
ァ
の
バ
シ
レ
イ
オ
ス
は
「
何
ら
か
の
教
会
的
理
由
や
調
停
可
能
な
問
題
に
関
し
て
互
い
に
食
い
違
っ
て
い
る
者
」
と
説
明
す
る
。
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
ス
は
「
異
端
者
は
神
に
つ
い
て
の
誤
っ
四
二
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テオドシウス法典（ＣｏＱの〆弓冨・ｇｏの一目この）（一五）（後藤）
た
考
え
方
に
よ
っ
て
信
仰
に
そ
む
き
、
の
、
三
の
冒
皀
Ｑ
は
私
た
ち
と
同
じ
こ
と
を
信
じ
る
と
考
え
つ
つ
、
い
と
わ
し
い
分
離
を
起
こ
す
こ
と
に
よ
り
兄
弟
愛
か
ら
遠
ざ
か
る
」
と
両
者
の
違
い
を
説
明
し
、
「
分
離
」
も
長
く
続
く
と
「
異
端
」
と
な
る
、
と
す
る
。
「
新
カ
ト
リ
ッ
ク
大
事
典
」
（
上
智
学
院
新
カ
ト
リ
ッ
ク
大
事
典
編
集
委
員
会
編
、
研
究
社
、
’
九
九
六
年
～
）
の
「
異
端
」
「
シ
ス
マ
」
の
項
を
参
照
。
（４）の①国⑫〔Ｐエウポイア島南端には⑦①目のＳｍという岬お
よび港町が存在するが、宛一ｓ日□］・弓四一ワの具団ロミ長ご苫』豈自
旦暮⑩の言号ロ員記Ｃミミミミュ（やｄｐ８［。ご己宅・こつＣ）．□局の、‐
８こつ・の堅は、そこに人が居住していたのは一一一○○年頃ま
でとしている。の①①呉》門侭田討菖も．］ｇはこの形を因①円昌
（本法典第一三巻第九章第一法文）と共に国のｑ日のの異形
と考える。四島田・ざ・函。（国二口Ｆ房ｚ『の）がｍの①呂説と
並んで⑦の日田の可能性も示唆しているのは、の○二○吋の巨の》
＆
す
」
・
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
ド
ラ
キ
リ
ァ
ー
ヌ
ス
と
い
う
名
が、向巨の①ウ旨の》司冒Ｃ）菌ごミミ）臼）雪‐四］に収録されている
エ
ル
サ
レ
ム
司
教
マ
カ
リ
ウ
ス
宛
の
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
の書簡中（臼》い］》』）に、パレスティナ州総督と並んでエ
ル
サ
レ
ム
に
お
け
る
教
会
堂
建
立
の
監
督
業
務
を
託
さ
れ
た
「
我
等
エ
パ
ル
コ
ス
が
友
で
あ
り
、
長
官
た
ち
の
役
目
を
果
た
し
て
い
る
者
」
と
し
て
出
て
く
る
こ
と
を
考
慮
し
て
で
あ
ろ
う
。
な
お
の
。
ｇ
・
可
の
目
の
は
、
こ
の
ド
ラ
キ
リ
ア
ー
ヌ
ス
と
本
法
文
の
名
宛
人
は
同
一
人
物
と
し
て
、
の①日の（。Ⅱの①日①四の８Ⅱ旨の①国Ｏ三目のと解し、の８．日①ごＣの）
、戸雪国』①に⑦の国という地名が出てくる（ソゾメノスの
同
（
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
道
長
官
ア
ブ
ラ
ー
（１）
ウィウスに〈一日一示す〉・
全
て
の
「
船
主
」
は
全
帝
国
領
内
で
永
久
に
、
い
か
な
る
身
分
や
ム
ネ
ラ
位
階
に
付
随
す
る
．
も
の
で
あ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
重
荷
と
負
担
か
ら
安
全
・
自
由
で
、
免
れ
て
い
る
よ
う
、
我
等
は
命
じ
る
。
彼
ら
が
都
市
参
事
会
員
で
あ
れ
、
平
民
で
あ
れ
、
あ
る
い
は
他
の
よ
り
高
位
の
位
階
に
属
し
て
い
て
も
、
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
彼
ら
が
租
税
と
全
て
の
奉
献
金
か
ら
解
き
放
た
れ
て
、
全
き
家
産
で
も
っ
て
「
船
主
」
の
負
担
を
果
た
す
た
め
で
あ
る
。
Ⅲ
彼
ら
の
船
も
ま
た
、
い
か
な
る
大
き
さ
で
あ
ろ
う
と
も
、
ま
た
、
い
か
な
る
港
に
接
岸
し
よ
う
と
も
、
彼
ら
自
身
の
意
に
反
し
ム
ネ
う
て
、
そ
の
他
の
負
担
を
義
務
付
け
ら
れ
る
の
は
至
当
で
は
な
い
。
本
法
に
違
反
し
た
者
は
頭
格
刑
で
罰
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
港
湾
（２）
管
理
人
、
関
税
局
の
長
、
徴
税
吏
、
都
市
参
事
〈
云
員
、
帝
室
財
産
管
ユ
ー
デ
ィ
ケ
ー
ス
（３）
理
官
、
州
総
督
は
知
る
べ
し
。
⑳
第
一
三
巻
第
五
章
第
五
法
文
説
明
に
よ
る
と
、
エ
ジ
プ
ト
の
「
宅
の
一
房
冒
日
か
ら
約
五
○
ス
タ
デ
ィ
オ
ン
の
所
に
あ
る
小
市
」
）
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。四
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⑳
第
一
六
巻
第
五
章
第
二
法
文
（１）
同（Ⅱコーンスタンティーヌス）帝がバッススに〈一日一示
す〉。 正帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
が
七
度
目
に
し
て
副
帝
コ
ー
ン（４）
スタンーナィウスがコーンスルの年の九月一八日に付与す。
法
政
史
学
第
六
十
四
号
（１）法文⑪註（１）、および法文⑳註（４）参照。忌日のの》
三三両》皀言】弓・田②‐①は、副帝コーンスタンティウスの道
長
官
で
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
（２）法文⑯註（４）参照。
（３）の○二弓のｓの．且丘」・によれば、州総督と帝室財産管理
官
は
租
税
と
奉
献
金
の
納
税
全
体
の
配
慮
に
、
参
事
会
員
は
都
市
の
負
担
の
配
分
に
、
徴
税
吏
は
奉
献
金
の
徴
収
に
、
関
税
局
の
長
は
五
年
毎
の
奉
献
金
の
徴
収
に
、
港
湾
管
理
人
は
港
湾
を
通
行
す
る
者
が
不
正
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
か
ら
守
る
の
に
、
責
任
を
負
っ
た
。
（４）の①の昌用へ嘱吻冨も．］「①および四記同・一つ・山（句］・客｝貴‐
巨の←）は、本法文の名宛人を三二九年から三一一一七年のオリ
ェ
ー
ン
ス
道
長
官
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
コ
ー
ン
ス
ル
年
を
三
一
一
九
年
の
も
の
と
す
る
。
ノ
ウ
ァ
ー
テ
ィ
ア
ー
ヌ
ス
派
の
者
た
ち
は
、
こ
の
者
た
ち
が
請
願
し
て
い
る
も
の
が
彼
ら
に
決
し
て
許
し
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
、
と
我
等
が
信
ず
る
に
足
る
ほ
ど
に
は
、
事
前
の
断
罪
を
受
け
て
（２）
はいない
ことを
、
我等は
確
訶”し
た
。した
が
って彼
ら
が
、彼
ら
の
教
会
に
属
す
る
家
屋
お
よ
び
埋
葬
に
相
応
し
い
地
所
を
、
い
か
な
る
不
安
も
な
く
確
実
に
有
す
る
よ
う
、
我
等
は
命
じ
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
ら
が
久
し
い
以
前
か
ら
、
あ
る
い
は
購
入
に
よ
っ
て
得
た
り
、
あ
る
い
は
如
何
な
る
取
引
に
よ
っ
て
で
あ
れ
獲
得
し
て
い
た
家
屋
や
地
所
を
、
で
あ
る
。
た
だ
し
言
う
ま
で
も
な
く
、
分
離
以
前
に
永
遠
の
聖
性
に
属
す
る
諸
教
会
の
所
有
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
白
な
も
の
か
ら
、
彼
ら
が
何
か
を
不
当
に
獲
得
し
よ
う
と
企
て
る
こ
と
の
な
き
よ
う
、
注
意
が
払
わ
れ
る
べ
き
こ
と
。
正
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
が
七
度
目
に
し
て
副
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
九
月
二
五
Ｈ
ス
ポ
ー
レ
ー
テ
ィ
ウ
ム
で
付
与
す
。
（１）田山のの口の・の①①ｎＦ宛便冨§も』コはこのバッススを法文
⑳
の
名
宛
人
で
あ
る
「
イ
ー
タ
リ
ア
管
区
代
官
」
の
バ
ッ
ス
ス
と
同
定する。これに対し、雨［門口・一七・ｍ］←（百口旨の因四のの臣の］←）
は本法文の名宛人を、一一一一八～一一一三一年の一四年間、いず
れ
か
の
道
長
官
職
に
あ
っ
た
ユ
ー
ニ
ウ
ス
Ⅱ
バ
ッ
ス
ス
と
Ｍ
定
し
、
四
四
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テオドシウス法典（ＤＣロ関弓百のａ。：目の）（一五）（後藤）
国閂どのの》之雪同ミミも．〕這自」①もこれに従う。法文⑩註
（
１
）
、
法
文
⑰
註
（
１
）
お
よ
び
（
３
）
、
法
文
⑳
註
丁
）
も
参
昭舟
（２）ｚＣぐ胃】目①のど○二＆①Ｃ８ｐ己のロ曰巨の宮①ｓＢｇＳの）已冨の呂①
ロ①〔】ぐの日貝Ｒ＆の【の曰巨の日巨日の一日旧の己四・ノウァーティァー
ヌス派三①ご昌昌（東方では「清浄派百［冨昌」とも呼ばれ
た
）
と
は
、
背
教
者
の
教
会
へ
の
受
け
入
れ
を
め
ぐ
っ
て
三
世
紀
半
ばに生じた分離派（分離派については、法文⑳註（３）を
参
照
）
、
｜
呼
称
の
由
来
で
あ
る
ノ
ウ
ア
テ
ィ
ア
ー
ヌ
ス
は
、
二
円
九
年
頃
ロ
ー
マ
司
教
フ
ァ
ビ
ウ
ス
に
よ
っ
て
司
祭
に
叙
任
さ
れ
、
デ
キ
ウ
ス
帝
の
迫
害
下
で
二
五
○
年
春
フ
ァ
ビ
ウ
ス
が
殉
教
し
、
背
教
者
の
教
会
復
帰
を
認
め
る
か
否
か
の
問
題
で
穏
健
な
態
度
を
取
る
コ
ル
ネ
ー
リ
ウ
ス
が
二
五
一
年
に
ロ
ー
マ
司
教
に
選
出
さ
れ
る
と
、
こ
の
問
題
で
非
妥
協
的
な
厳
格
主
義
の
立
場
を
取
る
聖
職
者
ら
に
よ
り
、
対
立
司
教
に
立
て
ら
れ
た
。
当
時
の
神
学
論
争
を
反
映
し
た
「
三
位
一
体
論
」
の
著
書
も
あ
り
、
ウ
ァ
レ
リ
ア
ー
ヌ
ス
帝
の
迫
害
時
に
殉
教
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
ノ
ウ
ア
テ
ィ
ア
ー
ヌ
ス
派
は
本
法
典
本
巻
本
章
第
五
九
法
文
（
四
二一一一年）では明確に「異端」と断定され、また、向巨の①ウ言》
惠ｓｏ）冨冒ミミ》臼・量‐①ｍやのＣＳＢ①□Ｃの》函閃皀》缶が伝える
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
の
反
「
異
端
」
立
法
で
も
、
グ
ノ
ー
シ
ス
派
異
端
で
あ
る
ウ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
派
や
マ
ル
キ
オ
ン
派
等
と
並
ん
で
、
「
異
端
」
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
一
方
で
、
のＣＱ胃①の）出向》閂》ｓやｍＣ８日①ロＣの》出口閂】眉は、何帝が一一一二
五
年
の
ニ
カ
イ
ア
公
会
議
に
ノ
ウ
ア
テ
ィ
ア
ー
ヌ
ス
派
の
ビ
ュ
ザ
ン
テ
ィ
オ
ン
司
教
ア
ケ
シ
ウ
ス
を
召
喚
し
て
、
公
会
議
が
採
択
し
た
信
条
や
イ
ー
ス
タ
ー
に
関
す
る
決
定
に
同
意
す
る
か
を
問
う
た
と
こ
ろ
、
ア
ケ
シ
ウ
ス
は
同
意
す
る
旨
を
答
え
、
両
者
間
で
分
離
派
を
成
し
て
い
る
理
由
を
め
ぐ
る
問
答
が
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
一
一
二
六
年
九
月
発
布
の
本
法
文
で
、
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
は
ノ
ウ
ア
テ
ィ
ア
ー
ヌ
ス
派
に
つ
い
て
「
事
前
の
断
罪
を
受
け
て
は
い
な
い
こ
と
を
、
我
等
は
確
認
し
た
」
と
し
て
、
教
会
や
墓
所の所有を許すのである。
こ
の
よ
う
な
史
料
状
況
ゆ
え
に
、
同
帝
の
反
「
異
端
」
立
法
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
ニ
カ
イ
ア
公
会
議
よ
り
前
の
三
一
一
Ｗ
年
、
ニ
カ
イ
ア公会議と本法文の間の時期、三二八～一一一○年などの諸説
がある（の〔・少ご①回］ｎ画白のＨｇ目□の白目の・四ｍ一一（百・）》同冨＆『冒叱
ト鳶旦Ｓ言冒ミミ）○号己］ｃｃＰ旨き二三・）。それとの関
連で本法文中の官四の＆日日Ｓｍをどう解釈するかも問題に
なるが、の○二・吋①ｓの》且声」・は、「ノウアティアーヌス派だ
け
は
、
優
れ
た
指
導
者
を
有
し
、
教
義
的
に
も
正
統
教
会
と
同
じ
見
解
で
あ
っ
た
の
で
、
」
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
は
同
派
に
対
し
好
意
的
で
、
反
「
異
端
」
立
法
の
厳
し
さ
も
同
派
に
対
し
て
は
和
らげた、という私見を伝えるの８．日①ｇの》帛員自缶の記述
を重視し、ご国のＳ日日Ｓのは具以下との対応で捉えるべき
で
あ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
の
・
岳
○
吋
の
合
の
に
よ
れ
ば
、
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
は
こ
の
一
文
で
、
ノ
ウ
ア
テ
ィ
ア
ー
ヌ
ス
派
が
以
前
に
断
罪
さ
れ
て
い
る
こ
と
口
体
を
否
定
し
て
い
る
の
で
は
な
四五
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（１）
コーンス々／ンティーヌス帝がセウェールスに〈宣示す〉。
裁
判
官
ら
は
、
い
か
な
る
財
産
で
あ
れ
、
そ
の
占
有
を
奪
わ
れ
た
不
在
者
の
役
割
を
法
廷
に
お
い
て
引
き
受
け
、
自
ら
の
権
威
の
強
力
な
る
奉
仕
を
提
供
し
、
か
く
し
て
不
在
者
を
保
護
す
べ
し
。
し
か
し
な
が
ら
、
我
等
が
不
在
者
の
役
割
を
務
め
る
よ
う
に
と
命
じ
た
裁
判
官
ら
を
、
我
等
は
以
下
に
定
め
る
奉
仕
の
範
囲
内
に
お
く
。
す
な
わ
（２）
（３）
孝
っ
、
本
権
訴
訟
の
本
質
的
部
分
全
て
に
つ
い
て
は
手
を
付
け
ず
そ
の
ま
ま
に
し
た
う
え
で
、
何
ら
か
の
形
で
離
郷
し
て
い
る
者
の
占
有
〈物〉で、親戚、友人もしくは奴隷がどのような名目でで
あ
れ
保
有
し
て
い
た
も
の
が
、
奪
わ
れ
た
の
か
ど
う
か
だ
け
を
注
意
深
く
吟
味
す
べ
し
。
ま
た
、
裁
判
官
は
、
不
在
者
の
名
前
で
占
有
し
て
い
て
追
い
出
さ
れ
た
者
ら
を
、
そ
の
者
ら
自
身
に
は
訴
訟
を
起
こ
す
こ
と
が
託
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
理
由
で
、
財
産
に
関
す
る
訴
訟
⑭
第
四
巻
第
二
二
章
第
一
法
文
法
政
史
学
第
六
十
四
号
く
、
財
産
を
没
収
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
忌
む
べ
き
存
在
と
し
て
の
断
罪
で
は
な
い
、
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
ア
ケ
シ
ウ
ス
と
の
問
答
体
験
が
「
我
等
は
確
認
し
た
」
と
い
う
表
現
の
背
景
に
な
っ
て
いる。
遂
行
か
ら
遠
ざ
け
て
は
な
ら
な
い
し
、
た
と
え
彼
ら
が
奴
隷
で
あ
っ
て
も
、
か
く
の
如
き
身
分
の
人
間
は
訴
訟
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
理
由
で
、
法
廷
に
お
い
て
彼
ら
Ｔ
不
在
者
）
の
役
割
を
〈引き受けることを〉拒むことがあってはならない。そう
で
は
な
く
て
、
回
復
さ
る
べ
き
占
有
に
関
す
る
諸
法
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
期
間
が
徒
過
し
た
後
で
も
、
訴
え
出
る
者
た
ち
に
対
し
て
は
、
あ
た
か
も
帰
っ
て
来
た
所
有
者
が
訴
訟
を
起
こ
す
場
合
と
同
様
に
、
彼
ら
を
一
時
的
な
占
有
に
戻
す
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
至
当
で
あ
る
。
他
方
、
我
等
は
所
有
者
に
対
し
、
帰
還
の
時
期
が
い
つ
に
な
る
に
せ
よ
、
回
復
き
る
べ
き
占
有
に
関
す
る
訴
訟
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
の
間
、
不
実
な
奴
隷
や
、
怠
慢
な
親
戚
、
友
人
、
そ
し
て
コ
ロ
ー
ヌ
ス
の
せ
い
で
、
回
復
が
遅
れ
た
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
回
復
さ
る
べ
き
占
有
に
つ
い
て
の
諸
法
が
規
定
す
る
期
間
の
徒
過
が
不
在
者
に
損
害
を
与
え
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
不
法
な
行
動
に
よ
っ
て
損
な
わ
れ
た
状
態
が
回
復
さ
れ
、
訴
訟
の
審
理
に
付
す
べ
き
残
り
全
て
は
、
手
を
付
け
ず
に
そ
の
ま
ま
に
と
ど
め
、
本
来
正
当
な
権
利
を
持
つ
人
に
裁
判
は
留
保
さ
れ
る
べ
し
。
と
い
う
の
は
、
不
在
者
の
名
前
で
占
有
を
保
持
し
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
こ
に
い
る
者
た
ち
の
暴
力
か
ら
救
う
と
い
う
だ
け
で
十
分
だ
か
ら
で
あ
る
。
正
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
が
七
度
目
に
し
て
副
帝
コ
ー
ン
四
六
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⑳
第
一
三
巻
第
六
章
第
一
法
文
（１）
コ
ー
ン
ス
タ
ン
ー
ア
ィ
ー
ヌ
ス
帝
が
「
船
主
」
の
決
議
に
〈
答
え
て〉・ム
ネ
ラ
負
担
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
為
さ
れ
た
「
船
主
」
か
ら
の
所
有
地
の
譲
渡
が
、
汝
ら
に
不
利
益
を
与
え
る
こ
と
を
我
等
は
許
さ
な
い
。
そ
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
一
○
月
二
一
一
一
日
メ
デ
ィ
オ
ー
ラ
ー
ヌ
ム
で
付
与
す
。
｜アオドシウス法典（０．二目目ロ①。□・の白目の）（一五）（後藤）
（１）の２①２ｍ・首都長官。法文⑲註（１）参照。
（２）ｓＥの四目ご口忌ラコーンスタンティーヌス帝以降、占
有に関する手続きを日巨の四日①曰の弓日“（日・日の貝目①四首〕①‐
日
の
己
）
と
呼
称
し
た
の
に
対
し
、
所
有
権
に
関
す
る
訴
訟
を
８
房
■
日ロｎ首一】のと表現して対時させた。、｛・のＣ＆Ｃ可のＳｍ》＆ず．一・一
蚕のｇＤｐｍヨミ雪盲、ミミミミ目（法文⑮註（２）所引）》
や口司．なお、法文⑯参照。
（３）言の日四・国の侭①Ｒ》向冒亘８皇同ロミミロミ（法文⑳註（３）
所引））の・ぐ・［言①ＨＢＳロの図①］によれば、三①日四は、帝政後期
の
法
律
に
お
い
て
、
訴
訟
事
件
中
の
本
質
的
な
要
素
を
指
し
て
使
わ
れ
た
言
葉
。
れ
ゆ
え
、
食
糧
管
理
長
官
が
〈
汝
ら
の
〉
異
議
申
立
を
受
け
て
（７】）
の
ち
、
上
述
の
所
有
地
の
購
入
者
は
、
〈
購
入
に
よ
っ
て
〉
自
ら
を
そ
こ
に
縛
り
付
け
る
こ
と
に
な
っ
た
〈
船
主
の
負
担
へ
の
〉
恭
順
を
強いられるよう我等は欲する。
正
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
が
七
度
目
に
し
て
副
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
一
○
月
二
八
日
に
付
与
す。
（１）のＣ＆Ｃヰの目の）己匠」・によれば、この種の決議は、使節
に
よ
っ
て
皇
帝
の
も
と
に
届
け
ら
れ
る
こ
と
を
要
し
た
。
（２）三①Ｂ①］一呉・ロ（日①）｛（①日。）四目○日の．異議申立を行う主体
が
、
船
主
な
の
か
、
船
主
の
所
有
地
の
購
入
者
な
の
か
が
不
明
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
前
者
が
異
議
申
立
を
行
う
場
合
、
食
糧
管
理
長
官
が
申
し
立
て
先
に
な
る
と
い
う
手
続
き
上
の
規
定
と
理
解
し
た
が
、
本
法
文
に
お
け
る
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
の
裁
定
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
「
船
主
の
決
議
」
が
、
具
体
的
な
事
件
を
受
け
て
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
を
重
視
し
、
そ
の
事
件
が
購
入
者
か
ら
の
食
糧
管
理
長
官
に
対
す
る
異
議
申
立
を
き
っ
か
け
に
起
こ
っ
た
も
の
と
考
え
る
な
ら
ば
、
「
食
糧
管
理
長
官
が
〈
購
入
者
か
ら
〉
異
議
を
申
し
立
て
ら
れ
て
い
て
も
」
と
訳
し
う
る
。
た
だ
し
、
こ
の
可
能
性
は
推
測
に
た
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で
、
本
文
の
訳
に
は
採
用
し
な
か
っ
た
。
四
七
Hosei University Repository
同
（
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
乙
帝
が
道
長
官
フ
ィ
リ
ッ
（１）
ブスに〈一日一示す〉。
さ
ま
ざ
ま
な
官
庁
の
役
人
で
、
下
士
官
格
の
〈
名
誉
称
号
を
付
与
（２）
す
る
〉
勅
書
を
得
た
こ
と
が
確
か
と
な
っ
た
者
は
、
以
前
の
国
家
公
務
に
戻
さ
れ
る
よ
う
、
我
等
は
命
じ
る
。
正
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
が
七
度
目
に
し
て
副
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
一
一
月
三
日
ア
レ
ラ
ー
（３）
一ナーで付与す。
⑳
第
八
巻
第
七
章
第
二
法
文
法
政
史
学
第
六
十
四
号
（１）宅亘一一弓巨の・四』【両．】）弓・＄①｛．（可一四ぐ旨の勺宮盲目、「）は、
シ・因・言・］。□①の》履日ケ①ｏ日の円○｛田一四ぐ旨の勺宮－５つこのご）用昏巧ご『旨←
（』①、、）》弓・眉①‐鵠四に従い、本法文と、本巻本章第一一一法文
の勺何宛人を、三川四年から一一一五一年までオリエーンス道長
官であった人物に帰する。の①の昌閃侭層§も」←①も同じ人
物
を
名
宛
人
に
考
え
て
い
た
が
、
在
職
期
間
を
よ
り
長
く
三
五
一
一
一
年
ま
で
と
し
、
三
五
一
年
か
ら
は
イ
リ
ュ
リ
ク
ム
と
イ
タ
リ
ア
の
道
長
官
を
勤
め
た
も
の
と
み
な
し
た
。
後
註
（
３
）
参
照
。
（２）法文⑦参照。下士官官。（のＣ［・【については、法文⑳註
（３）および法文③註（５）。（８）を参照。
（３）の①①昌用綏穏鳥菖》弓・雷の邑三は、この道長官がコーン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
帝
の
道
長
官
で
あ
っ
た
と
推
定
し
た
上
、
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
帝
が
発
布
地
ア
レ
ラ
ー
テ
ー
に
滞
在
し
た
三
五
三
年
冬
を
、
本
法
文
の
発
布
年
と
考
え
、
コ
ー
ン
ス
ル
年
を
「
正
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
が
六
度
目
に
し
て
、
副
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
」
と
読
み
替
え
る
こ
と
を
提
案
す
る。これに対し、］目のの》・ロ・口（・も・留○は、アタナシウスが
一一一五三年末にフィリップスを「前の道長官」と呼び、すで
に故人として描いている言及ぐぽ二・（計画砲亘・算国貢』、。「）
を
根
拠
に
こ
れ
を
退
け
、
次
の
よ
う
な
複
雑
な
経
緯
を
想
定
し
て
、
こ
の
法
文
を
一
一
一
四
九
年
五
月
三
○
日
発
布
（
発
布
地
な
し
）
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
本
法
文
の
次
に
採
録
さ
れ
て
い
る
第
三
法
文
は
、
軍
総
監
シ
ル
ウ
ァ
ー
ヌ
ス
宛
で
三
四
九
年
五
月
二
七
日
の
日
付
を
持
つ
。
し
か
し
、
シ
ル
ウ
ァ
ー
ヌ
ス
は
、
三
五
一
年
九
月
の
ム
ル
サ
の
戦
い
で
マ
グ
ネ
ン
テ
ィ
ウ
ス
か
ら
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
に
寝
返
っ
た
功
績
を
認
め
ら
れ
て
寵
総
監
に
任
じ
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
日
付
は
あ
り
え
な
い
。
そ
の
一
方
、
シ
ル
ウ
ァ
ー
ヌ
ス
宛
の
、
こ
れ
と
全
く
同
じ
、
誤
っ
た
日
付
を
持
つ
法
文
は
、
第
七
巻
第
一
章
第
一
一
法
文
と
し
て
存
在
し
、
そ
の
次
の
第
三
法
文
は
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
時
期
、
す
な
わ
ち
一
二
四
九
年
五
月
三
○
日
、
ガ
リ
ア
の
道
長
官
タ
ティァーヌスに宛てられたものである。｝目①のはここで、
本
法
典
の
編
集
者
が
同
一
の
法
文
を
異
な
る
章
に
分
か
つ
際
、
前
文
と
最
終
文
か
ら
そ
れ
を
切
り
取
り
、
い
わ
ば
「
カ
ッ
ト
・
ア
ン
ド
・
四
八
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同（Ⅱコーンスタンティーヌス）帝が、道長官らに〈宣
（１）
示す〉・
以
前
に
公
布
さ
れ
た
法
に
よ
っ
て
、
寛
裕
な
る
我
等
は
、
次
の
よ
（
２
）
プ
ー
フ
エ
セ
ス
（
３
）
う
に
定
め
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
近
侍
、
州
総
督
、
帝
室
財
産
管
（４）
理官らの息子らではあるが、都市参事〈蚕員身分の出生に由
来
す
る
者
は
、
都
市
参
事
会
に
結
び
付
け
ら
れ
る
べ
し
、
と
。
い
ま
ム
、
ネ
ラ
や
我
等
は
、
次
の
よ
う
に
定
め
る
。
す
な
わ
ち
、
負
担
を
果
た
し
て
い
て
、
適
格
で
あ
り
、
寛
裕
な
る
我
等
の
判
断
に
よ
っ
て
位
階
へ
と
接
近
す
べ
く
促
さ
れ
た
と
判
明
し
た
者
た
ち
は
、
名
誉
あ
ふ
れ
る
昇
進
へ
と
至
る
べ
し
。
し
か
し
な
が
ら
、
元
首
の
権
威
が
あ
ず
か
り
知
⑳
第
一
二
巻
第
一
章
第
一
四
法
文
テオドシウス法典（ｏＣＱの沢弓冨。」・の白目の）（一五）（後藤）
ペ
ー
ス
ト
」
し
た
こ
と
に
混
乱
の
原
因
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う仮説を立てる。］目①のによれば、の①の民が考える本法文
の
日
付
（
一
一
一
五
三
年
一
一
月
三
日
）
は
シ
ル
ウ
ァ
ー
ヌ
ス
の
軍
総
監
在
任
期
間
に
適
合
し
、
本
章
第
三
法
文
と
第
七
巻
第
一
章
第
二
法
文
の
日
付
（
三
四
九
年
五
月
二
七
Ⅱ
）
は
、
タ
テ
ィ
ア
ー
ヌ
ス
の
ガ
リ
ァ
道
長
官
在
任
期
間
に
適
合
す
る
。
そ
し
て
、
第
七
巻
第
一
章
第
一
一
一
法
文
の
Ⅱ
付
（
三
川
九
年
五
月
三
○
日
）
こ
そ
が
、
本
法
文
の
服
し
い
日
付
で
あ
る
、
と
な
る
。
（５）
ら
ぬ
者
た
ち
は
、
：
．
、
我
等
は
道
長
官
の
判
断
に
委
ね
る
。
そ
れ
は
、
出
生
に
よ
っ
て
都
市
参
事
会
員
身
分
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
、
ま
た
元
首
の
判
断
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い
な
い
者
た
ち
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
参
事
会
に
（
道
長
官
ら
が
）
戻
す
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
な
がら、我等の判断によって我等が昇進させた者たちは、煩
わ
さ
れ
る
こ
と
な
き
よ
う
に
す
べ
し
。
た
だ
し
、
彼
ら
の
相
続
人
は
都
市
参
事
会
に
委
ね
ら
れ
る
、
と
い
う
条
件
で
、
で
あ
る
。
も
ち
ろ
（６）
ん、何ぴとか都市参事〈云員が国庫の便益を損ない、都市参
事
会
か
ら
逃
げ
、
贈
賄
に
よ
っ
て
高
名
な
る
首
都
の
元
老
院
に
加
わ
っ
た
な
ら
ば
、
許
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
正
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
が
七
度
目
に
し
て
副
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
一
一
月
二
四
Ｈ
に
付
（７）
与す。（１）三・日日の目は、の①の民与一号菅ら・田『を引きながら、
本
法
典
第
六
巻
第
三
七
章
第
一
法
文
に
わ
ざ
わ
ざ
長
い
註
を
付
け
、
い
ず
れ
も
「
道
長
官
ら
」
に
宛
て
ら
れ
、
発
布
地
に
つ
い
て
の
記
載
を
持
た
な
い
こ
の
法
文
お
よ
び
そ
の
他
の
八
法
文
、
す
な
わ
ち
、
第
七
巻
第
一
三
章
第
一
法
文
、
同
巻
第
二
七
章
第
一
一
法
文
、
第
八
巻
第
Ⅲ
章
第
五
法
文
、
何
巻
第
七
章
第
四
法
文
、
何
章
第
五
法
文
、
何
章
第
六
法
文
、
第
一
二
巻
第
一
章
第
一
四
法
文
（
Ⅱ
本
法
文
）
、
第
一
二
巻
第
一
章
第
一
八
法
文
は
、
も
と
も
と
「
正
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
四
九
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法
政
史
学
第
六
十
四
号
テ
ィ
ウ
ス
が
六
度
目
に
し
て
副
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
が
二
度
目
の
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
」
に
発
布
さ
れ
た
同
一
の
法
だ
っ
た
も
の
が
、
抜
粋
者
の
ミ
ス
に
よ
り
、
誤
っ
た
コ
ー
ン
ス
ル
年
を
付
せ
ら
れ
、
本
法
典
に
採
録
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。
い
ず
れ
も
内
容
が
軍
務
帰
属
と
参
事
会
員
の
身
分
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
根
拠
だ
が
、
日
付
が
そ
れ
ぞ
れ
全
く
異
な
っ
て
お
り
、
抜
粋
者
の
ミ
ス
と
い
う
に
は
、
い
さ
さ
か
無
理
が
あ
ろ
う
。
（２）８目〔８法文⑳註（４）参照。
（３）口四のいのの．法文⑳では騎士級州総督と訳し、同法文註
（
５
）
に
も
あ
る
よ
う
に
州
総
督
と
し
て
は
最
下
級
で
あ
る
が
、
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
以
降
、
元
老
院
議
員
も
こ
の
職
に
登
プ
ラ
エ
セ
ス
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
〈
７
後
は
「
州
総
督
」
と
表
記
す
る。
（４）国（）・亘①の日凋一の（昌巨①口富国①（Ｈ①一）・法文⑯註（４）お
よび法文⑮註（１）参照。
（５）言○日目の①ロは、ここに欠落があると考え、の貝国①【①Ｑロー
①貝旨Ｐ口の（「参事会が受け取るべし。それゆえ、」）等と補
うべきとする。二．日日開口の補いに従った訳は、「しかしな
が
ら
、
元
首
の
権
威
が
あ
ず
か
り
知
ら
ぬ
者
た
ち
は
、
参
事
会
が
受
け
取
る
べ
し
。
出
生
に
よ
っ
て
参
事
会
員
で
あ
っ
た
と
み
な
さ
れ
、
ま
た
元
首
の
判
断
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い
な
い
者
た
ち
を
、
そ
れ
ぞ
れの参事会に戻しながらも、我等の判断によって我等が昇
進させた者たちが煩わされることなきよう、〈職務を〉全
う
す
く
く
、
我
等
は
、
道
長
官
の
判
断
に
ゆ
だ
ね
る
」
と
な
る
。
⑳
第
四
巻
第
四
章
第
一
法
文
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
が
道
長
官
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
（１）
ウスに〈一旦示す〉・
遺言が予め存在していない小書附においては、遺一一一一口の（２）
〈最終〉意田心におけると同様に、七人または五人の証人が
関
与
す
る
こ
と
を
欠
く
べ
き
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
か
く
し
（３）
て、最終意田心を表明する者たちの承継がいかなる策略もな
く遵守されることが生じるからである。それゆえ、証人の
数が欠けたときには、小書附の書面は無効とされるべし。
（４）
このことは、他の〈最終〉意田心において‘も遵守されること
が我等の慶びとするところである。
正帝コーンスタンティーヌスが七度目にして副帝コーン
ス
タ
ン
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
一
二
月
一
三
日
に
付
与
す
。
（６）房呂国８日日・＆・参事会員が担った国庫の便益に関わ
る役割については、たとえば、法文⑲参照。
（７）前註（１）の推測に従えば、三五三年となる。
（１）Ｃ目の【目冒の・法文⑳註（１）参照。
五
○
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テォドシウス法典（Ｃａの〆弓冒（）ＱＣの白目⑩）（一五）（後藤）
（２）の①貝の日〔①⑫〔①⑰ぐの亘昌目巨の．帝政後期における書面によ
る
遺
言
形
式
に
は
、
前
期
か
ら
の
継
続
で
、
市
民
法
上
の
五
人
の
証
人
を
伴
う
タ
イ
プ
と
法
務
官
法
上
の
七
人
の
証
人
を
伴
う
タ
イ
プ
の
、
二
つ
が
存
在
し
て
い
た
が
、
証
人
の
数
を
除
く
と
、
実
質
的
な
差
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
この後、テオドシウスニ肚の川一一一九年法は七人証人制に一
本化し、ユースティーニァーヌス帝もこれに倣った（「勅
法彙纂」第六巻第二三章第二一節前文参照）。
なお、五人や七人という数は、十二表法に由来する、握
取行為日目９℃畳。を利用した銅衡遺一一一ｍ〔①の国日①口曰日己の国の印
の三宮四日に源を発すると考えられている。すなわち、握取
行
為
に
は
五
人
以
上
の
証
人
が
要
件
と
な
っ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
遺
言
の
た
め
に
利
用
さ
れ
た
と
き
の
握
取
行
為
に
あ
っ
て
は
持
秤
器
者
｝】す且つのロの一人と譲受人たる遺産購入荷の曰ｐＣＨワ・ロ○日己｜
人
も
証
人
の
役
割
を
果
た
す
も
の
と
し
て
証
人
数
に
算
入
さ
れ
た
こ
と、がそれである。。〔・【四の①Ｈ》ＣＢａ冒冒言、『ごロ鳶＆二円
（法文⑮註（２）所引）七・合①萱・巳目ヨミ冴ミコミミＳ二
（法文⑰註（３）所引）七・語Ｐロ・］、．
（３）【の⑫白目巨日・［①の〔自言日の動詞原形の〔①の目一は、証人と
し
て
呼
び
出
す
こ
と
、
証
人
た
る
こ
と
、
証
人
と
し
て
呼
び
出
さ
れ
る
こ
と
の
い
ず
れ
も
意
味
し
得
る
が
、
「
証
人
と
し
て
呼
び
出
さ
れ
る
者
の
承
継
」
で
は
前
後
関
係
か
ら
意
味
が
不
明
に
な
る
の
で
、
こ
こでは「証人として呼び出す者の承継」と理解した上で、
翻
訳
を
付
し
た
。
同
Ｔ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
お
よ
び
刑
帝
が
首
都
住
民に〈宣示す〉。
Ⅲ
を
同
じ
く
す
る
父
方
伯
父
（
叔
父
）
は
、
女
性
に
対
す
る
法
定
（１）
後
見
役
を
拒
絶
し
て
は
な
ら
な
い
。
Ｍ脈帝が七度Ⅱにして副帝がコーンスルの年の一一一Ⅱ三
一日に付与す。
⑳
第
三
巻
第
一
七
章
第
二
法
文
（１）十二表法は、家父長が遺一言で後見人を指定せずに死亡
したときには、男系でつながる父方伯父（叔父）や兄弟な
どの宗族己囮呂が、未成熟者や女性の後見人となること
を規定しており、これを法定後見役目の一己の四〔百四といっ
た。ガーィウス「法学提要」第一巻第一七一法文は、宗族が
女
性
の
後
見
人
と
な
る
法
定
後
見
役
は
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ウ
ス
帝
の
法
に
（４）８【の国①ごＣｌ目白［の印・のＣ＆Ｃ可の目印・己声・’・は、手紙①ロの［・‐
｜聾を例に挙げている。このことは、発布年代が三八九年で
はあるが、本勅法の次に掲げられる第四巻第四章第二法文
のいⅡ蚊にあるＣ目①８。二一」の目［の冒已一一ｍからも確認される。
五
一
Hosei University Repository
⑳
第
一
○
巻
第
一
章
第
五
法
文
（１）
同（Ⅱコーンスタンティーヌス）帝が〈一日一示す〉。
法
政
史
学
第
六
十
四
号
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
た
と
伝
え
る
が
、
「
勅
法
彙
纂
」
第
五
巻
第
三
○
章
第
一
一
一
法
文
に
は
、
こ
の
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ウ
ス
法
は
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
の
勅
法
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
、
宗
族
が
再
び
、
幼
い
女子の後見役已昌一一四日目訂日日閂目】白〔の一四を引き受けるよ
うになったとある。「勅法彙纂」同巻何章同法文では、Ｅ‐
巳一四のと限定されていることから、］・国自切の白ゥ冨旨ミ
ロミョミ言雷自尽』ミミミ唇（法文⑭註（７）所引）己・旨「
は
、
本
法
文
に
お
け
る
女
性
は
、
二
五
歳
未
満
の
未
成
年
者
が
対
象
と
な
っ
て
い
た
、
と
解
し
て
い
る
。
な
お
、
「
勅
法
彙
纂
」
同
巻
向
章
同
法
文
で
は
、
法
定
後
見
役
を
引
き
受
け
る
義
務
を
負
う
者
と
し
て
、
「
父
方
伯
父
（
叔
父
）
の
み
な
ら
ず
血
を
同
じ
く
す
る
者
（
す
な
わ
ち
兄
弟
）
も
、
ま
た
、
そ
の
他の適格者も召喚される白日８口の目唱日の巨の（丘①⑭〔宮（囚）
Ｐ目日亘［目の８（の昌巨の一の腎亘…ぐｏｎ目目」とある。した
がって、本法文の８口の目、巳口のこの目【日巨のも８口の目ｍＢｐ２ｍ
ｇ［２口の名①であった可能性もあるが、のＣＳＣ可のＳの》己百一・
に従って、本法文では、８口の目唱ご自切を冒日口のにかけ
て
、
「
血
を
同
じ
く
す
る
父
方
伯
父
（
叔
父
）
」
と
訳
し
て
お
い
た
。
防
御
の
権
能
は
、
国
庫
が
何
ら
か
の
不
安
を
惹
き
起
こ
し
て
い
る
相
手
方
に
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
訴
訟
が
未
決
の
間
に
、
そ
の
者
た
ち
の
財
産
が
不
安
定
な
状
態
に
さ
れ
て
、
登
録
ざ
（２）
れ
る
こ
と
は
正
当
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
何
ぴ
と
か
の
財
産
を
国
庫
が
請
求
し
よ
う
と
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
と
き
に
は
、
そ
の
者
の
と
こ
ろ
に
あ
ら
ゆ
る
財
産
が
留
め
ら
れ
た
上
で
審
理
が
行
わ
れ
る
べ
し
。
事
案
の
帰
結
と
し
て
、
そ
れ
ら
Ｔ
前
記
財
産
）
が
〈国庫により〉請求されるべきことが明らかとなったとき
のみ、〈個別〉財産を追及し、総財産および〈個別〉財産
（３）
の
態
様
に
関
し
て
、
〈
財
産
管
理
の
〉
役
に
あ
る
奴
隷
た
ち
に
対
し
（４）
てく拷問付き〉尋問がなされることが許される。それは、
何かが持ち去られたときに、〈その物が〉返還請求され、
（５）
さ
ら
に
、
欺
い
て
持
ち
出
さ
れ
た
く
財
産
の
〉
価
値
相
当
の
何
か
が
罰
金
と
し
て
請
求
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
Ⅲたしかに、この種の尋問に帝室財産収用吏の名前が
登場したとしても、前記の者たちがそれによってすべてを
汚すことに慣れている、その欺きの習慣は例外に属したの
（６）
で、本勅法を柾げて利用するべきではない。
正
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
が
七
度
目
に
し
て
副
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
一
二
月
一
一
二
日
シ
ル
ミ
ウ
ムで付与す。
五
二
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テォドシウス法典（０．号×弓冨・ｇｏの国冒の）（一五）（後藤）
（１）写本は名宛人を欠いているが、のＣＳＣ沖①ｓの．＆ず」・は、
本勅法を再録したと考えられる「勅法彙纂」第一○巻第一
章第七法文に伝わる言＆旨○の＆ごＣｌ量目巨白三・を採用
する。
（２）□の叩＆昌巨の・○・ｓ・号自：二」・は、三目三目ワ・］］・‐
日
日
と
言
い
換
え
て
い
る
の
で
、
財
産
Ⅱ
録
に
記
載
す
る
こ
と
を
意
味
さ
せ
よ
う
と
考
え
て
い
る
。
（３）８口ａｇｏ目一①の⑫の昌・の。夢○吋の目の）昌彦」・は、家産の情報
を知り得る立場にいる奴隷を想定し、函の巨日四目あの民の一は、
本法文を引用しつつ、「人的かつ永続的に一定の職務の義
務を負う荷」とする。。｛・西①一目自已の①、三・⑫・ぐ・［８邑口・目‐
一一の］。なお、の。＆・可の目のによれば、本術語については、□‐
宮
『
三
》
胃
目
三
目
目
の
『
三
と
班
解
す
る
ｏ
昌
四
の
言
な
ど
の
考
え
と、それを誤りとする○・三・吋のＳのの考えが対立している。
（４）一員①ｑｏｍ昌目の曰冨ワのユ・の。〔ご可の目印》己ケ」・はＰ目①の［一○
と一言い換えているので、対象となるのが奴隷であることと
併せて考えると、拷問付の尋間を意味していると思われ
る。
（５）の×三目の２の．国庫が請求対象とする財産が持ち去られ
た
と
き
に
、
当
該
財
産
ｎ
体
が
返
還
請
求
さ
れ
、
そ
れ
以
外
の
財
産
から罰金が請求されるとも剛解し得るので、その場合には
「他〈の財産〉から」と翻訳することになる。本文訳では、
法文にしばしばみられる例に従い、またの。＆・可の目のが
⑪
第
一
巻
第
五
章
第
二
法
文
何
丁
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
道
長
官
マ
ー
ク
シ
（－）
ムスに〈一日一示す〉。
プ
ラ
エ
セ
ス
州総督らの裁定について、それらが法に反して下された
一一三七年 の〆三二ｍの２の目①四口日〔目日日と一一一一口い換えていることも考慮
して、返還請求対象物自体の返還と返還請求困難な状況を
作り出したことに対する懲罰とを肱列的に述べているだけ
で、皇帝がわざわざ被請求者のために「他の財産から請求
す
る
」
旨
勅
法
で
述
べ
る
必
要
が
な
い
と
考
え
て
翻
訳
し
た
。
な
お、前註（１）所引の『勅法彙纂」のドイツ語訳、さらに
西の巨日四目防①民①］）の・ぐ・［の再ユニの①２の｝は、本訳とＭ様である。
（６）の○二○吋＆后によれば、本法文で述べられる通常の場
合とは、訴訟の未定中にあっては被請求者の財産はすべて
被請求者のところに留め置かれるという場合であり、これ
は「恩恵すのごｓｏ旨日」であるとする。それに対し、「帝室
財産収川吏」が訴訟の対象として登場したときには、この
ような「恩恵」が拒絶され、ただちに没収される。なお、
帝室財産収川史については、法文⑬、⑪を参照。
五
三
Hosei University Repository
同
Ｔ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
マ
ケ
ド
ニ
ア
総
監
ア
（１）
カキウスに〈一日一示す〉。
課税台帳に記載された奴隷たちは州境内で売却されるべ
きであり、購入によって所有権を取得した者たちは、〈課
税
台
帳
記
載
の
有
無
を
〉
自
ら
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
⑳
第
二
巻
第
三
章
第
二
法
文
と判断し、不満のある者は、権威ある汝の法廷へと訴え出
るべし。その結果、不適切に押し付けられたものは破棄ざ
れ無効とされ、判決の名すら持ち得ないようにすべし。
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
と
マ
ー
ク
シ
ム
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の一月二一日に付与す。
法
政
史
学
第
六
十
四
号
（１）三塁日巨の．邑毘向・一『弓．、＠つ【。（『四一の己の冨貝百回のち）に
よれば、三二七～一一一一一八年のオリエーンス道長官、三一一五
年にはオリエーンス管区代官を務めており、法文⑳、⑳、
⑳、⑳の名宛人と同定される。なお、その際の官職名の混
乱
に
つ
い
て
は
、
法
文
⑰
註
（
１
）
お
よ
び
法
文
⑪
註
（
１
）
を
参
昭陪
知
る
べ
し
。
地
所
に
つ
い
て
も
こ
の
こ
と
が
遵
守
さ
れ
る
こ
と
が
妥
（２）
当である。その者たち（Ⅱ買主・売主たち）の〈口意は無効
（３）
とされて、負担および公的な支払いは当該地所の所有者と
なった者たちの配慮に委ねられるべきである。
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
と
マ
ー
ク
シ
ム
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
二
月
二
七
日
テ
ッ
サ
ロ
ニ
ー
カ
で
付
与
す
。
（１）シｓｏ旨８日（①の）二四の①ｓ畠①・国記同・ざ．①〈シ、シＣ二の
巴
に
よ
れ
ば
、
本
勅
法
の
名
宛
人
で
あ
る
マ
ケ
ド
ニ
ア
総
監
ア
カ
キウスは、ペルフェクティッシミー級の人物で一一一二六年頃
から三一一一○年頃の間に（パレスティナ州における）近侍で
あったシ８，旨の（しＣシ、この←）と同一人物であった可能性
がある。近侍については、法文⑳註（４）を参照。
（２）閂目巨・己巨ごＣ脇⑦“の言の旨。旨のの①。昌国［三一ｍのの〔・本部
分の内容的・文法的理解が問題となる。①地所の売買に関
して、丘かＣ巨呂か昼□巨呂のいずれかが「このこと」とし
て
前
の
文
章
の
規
定
（
「
州
境
内
で
の
売
却
義
務
」
と
「
課
税
台
帳
記載の有無の調査義務」）を受け、対格形で闇。且（遵守
される）の意味上の主語となっている、と理解する
（ただ
し、意味上の主語とならない己もしくは名・□や、亘呂・□
の文法的処理がⅢ題になる）、②文法的には①と同様に解
するが、地所の売買に関して、「このこと」は直前の「課
税
台
帳
記
載
の
有
無
の
調
査
義
務
」
の
み
を
指
し
て
「
州
境
内
で
の
五
四
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テオドシウス法典（ｏＣＱ関目冨。□。⑫一目房）（一五）（後藤）
売
却
義
務
」
は
含
ま
な
い
、
と
理
解
す
る
（
①
Ｍ
様
、
意
味
上
の
主
語とならない己もしくはＰ巨○□や、己皀・□の文法的処理が
問題になる）、③一ロは圓己ロ巨日を指し、Ｃこ・□以下は一Ｑ
に
か
か
る
関
係
代
名
詞
節
（
動
詞
①
望
は
省
略
）
で
あ
っ
て
、
己
は
対
格
形
で
の
①
。
且
（
保
持
さ
れ
る
）
の
意
味
上
の
主
語
と
な
っ
て
い
る
と
捉
え
、
地
所
に
存
在
す
る
奴
隷
も
（
州
境
内
に
）
保
持
さ
れ
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
、
と
理
解
す
る
（
た
だ
し
、
法
文
冒
頭
で
日目Ｑ已国という複数形が用いられているにもかかわらず、
本
部
分
で
は
丘
と
い
う
単
数
形
で
こ
れ
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
点
が
問
題
に
な
る
）
、
④
丘
は
「
こ
の
こ
と
」
と
し
て
直
前
の
「
課
税
（Ⅱ帳記救の有無の洲在義務」を受け、Ｐ臣・ニロロ◎の⑫①の巴目の
Ｐ巨○巳①は「（購入によって新たに取得したのではなく）す
で
に
所
有
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
も
」
の
意
味
で
あ
る
と
解
し
て
、
己
は
対
格
形
で
の
①
。
＆
（
遵
守
さ
れ
る
）
の
意
味
ｌ
の
控
語
と
な
っ
て
い
る
、
と
班
解
す
る
（
た
だ
し
、
前
慨
訶
な
し
に
始
ま
る
目・□節を「～について」と解しうるかが問題になる）な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
さ
し
あ
た
り
ここでは、Ｃ・の⑫の印のＳは後出のロ・のの①の⑫】目の⑫と同じく「地
所
」
を
意
味
し
、
「
地
所
」
の
売
買
に
関
し
て
は
「
課
税
台
帳
記
救
の
有
無
の
調
査
義
務
」
の
み
が
課
さ
れ
た
も
の
と
解
し
て
、
②
の
剛
解
に
基
づ
い
て
訳
出
し
て
お
く
。
本
法
文
を
ど
う
読
み
解
く
か
は
、
当
時
の
税
制
の
原
則
や
実
態
、
土
地
や
所
領
奴
隷
の
売
買
の
あ
り
刀
な
ど
と
関
わ
る
問
題
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
こ
の
法
文
は
大
変
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
（３）印巨つ一四〔一の已四Ｒ｝◎ヨウ巨⑫の。『巨己ロの曰・・・・の○三○可のＱＥの）四ロケ・一・
は、①○日己の曰と後続の目の日の間にカンマを打ち、のＣ【目‐
□①曰を「買主たちの」と一一一一口い換えるとともに、の。日己①日
を①閂目□目］に書き換えた上でこれをｇの国と結びつけて
①閂目ロ①日自①日を「地所己Ｃの⑫①ｍｍ－Ｃｐ①ｍの負担」と解する別
の可能性も示唆している□の○二○吋①昌叩の解釈とは別に、
の
○
日
己
の
白
を
そ
の
ま
ま
目
①
日
に
結
び
つ
け
て
の
。
自
己
①
日
は
曰目一口旨を受けるものと解し、「奴隷たちの負担」すなわ
ち
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
奴
隷
に
か
か
っ
て
く
る
負
担
と
解
することも可能であるが、さしあたりここでは、亘呂８
以
下
の
部
分
は
地
所
の
売
買
に
関
す
る
と
の
理
解
（
前
註
（
２
）
参
照
）
に
基
づ
き
、
本
註
冒
頭
の
○
○
三
Ｃ
可
①
ｓ
⑰
の
解
釈
に
従
っ
て
の○日己の日を目＆昌一宮のに結びつけて本文のように訳出し
て
お
く
。
売
主
と
Ｈ
主
の
「
介
意
」
の
内
容
は
明
ら
か
で
な
く
、
法
文
⑪
で
は
売
主
の
窮
状
に
乗
じ
た
買
主
が
地
所
に
付
随
す
る
滞
納
分
を
納
め
ず
税
を
免
れ
た
状
態
で
そ
れ
を
所
有
す
る
冑
の
淵
事
者
間
の
約定などが問題にされているが、向日、〔Ｆのご》尋亀ごミ§
「蟇弓【皇）『二ｍトミ旦帛さ蔦昌（勺三＆の一己言〕①、］）》己・］ｍＰ
ｐ・］□は、本法典第二巻第一一一章第一一一法文をもとに、本法文
で
は
買
飛
が
税
負
担
を
果
た
す
べ
き
こ
と
に
対
す
る
反
対
の
介
意
日＆目①の８コ目畠のがコーンスタンティーヌス帝によって
無効とされたと解しており、の○ｓ○吋のｓの）＆ロ・｝・も、「奴隷
す
な
わ
ち
課
税
台
帳
に
記
載
さ
れ
た
奴
隷
と
地
所
は
、
反
対
の
合
意
に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
財
産
評
価
と
負
担
を
伴
っ
五
五
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同
（
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
首
都
長
官
ユ
ー
リ
（１）
アーヌスに〈一旦示す〉。
二
十
歳
未
満
の
者
た
ち
に
つ
い
て
は
、
そ
の
未
熟
な
年
齢
を
勘
案
（２）
して、我々は以下のような救済策によっても援助するｊｂの
である。すなわち、年齢が二十歳を過ぎても海外に身を置
き諸州に滞在することで、催行さるべき競技場や劇場の見
（３）
（４）
世
物
に
一
身
を
提
供
し
て
お
ら
ず
、
故
に
あ
る
種
の
科
料
に
晒
さ
れ
ている者たちは義務の縛めの下に置かれるが、二十歳未満
の者たちは、その義務の名目によっては決して縛られない
⑳
第
六
巻
第
四
章
第
二
法
文
法
政
史
学
第
六
十
四
号
て
新
し
い
所
有
者
と
買
主
に
移
転
す
べ
き
こ
と
が
、
コ
ー
ン
ス
タ
ン
ティーヌス大帝によって命じられた。」としている。なお、
【四のｇＤＢヨミ冴ミコミミＳ三（法文⑮註（２）所引）》
ロロコによれば、コーンスタンティーヌス帝は、本法典第
一一一巻第一章第二法文（一一一三七年）や「ヴァチカンの断片」
第
三
五
節
第
三
法
文
以
下
で
、
買
主
が
税
負
担
を
承
認
せ
ず
売
主
の
所有権を証言する隣人が召集されない場合には土地売買を
無効として土地および代金を没収することを定めており、
土
地
売
買
に
関
す
る
画
期
的
革
新
を
行
っ
た
と
さ
れ
る
。
と
い
う
救
済
策
で
あ
る
。
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
と
マ
ー
ク
シ
ム
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
（５）
の
一
二
月
六
日
に
付
与
し
、
ロ
ー
マ
で
受
領
す
。
（１）亘言巨の．この人物については、法文⑳註（１）参照。
（２）①冨白・本法文と同じく年少者保護をⅡ的とした条項が
事前に存在したことを示唆するが、その条項自体は現存し
ない。の。二○吋の目の．＆・ず」・は、この法文の抜粋元となった
勅
法
の
別
の
箇
所
と
い
う
可
能
性
と
、
本
法
文
以
前
に
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
に
よ
っ
て
発
布
さ
れ
た
別
の
勅
法
と
い
う
二
つ
の
可
能
性
を
考
え
て
い
る
。
（３）一ＥｓｍＱＲのどの－ヶ巨の四ｎｍ８①已口の①〆亘（ウの）ごＳｍ⑫巳８口四日
註
Ｃ
旨
員
・
本
法
典
第
六
巻
第
四
章
は
法
務
官
・
財
務
官
に
関
す
る
規
定
を
収
録
し
た
章
で
あ
る
こ
と
、
な
ら
び
に
、
す
で
に
ｎ
巻
何
章
第
一
法
文
（
法
文
③
）
で
十
六
歳
未
満
の
者
た
ち
の
財
務
官
就
任
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
法
文
で
扱
わ
れ
て
い
る
「
二
十
歳
未
満の者たち」は法務官に就く者を指していると解される。
法文⑯註（３）にあるように、法務官は自費で見世物を組
織
す
る
と
と
も
に
、
見
世
物
へ
の
臨
席
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
本
法
文
中
の
こ
の
表
現
は
法
務
官
に
要
求
さ
れ
る
金
銭
の
拠
出
、
見
世
物
の
準
備
・
運
営
、
見
世
物
へ
の
出
席
と
い
っ
た
義
務
全
て
を
包
含
す
る
表
現
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
（４）見世物に臨席すべき財務官・法務官が欠席した場合の
五
六
Hosei University Repository
（
附
記
）
今
回
の
担
当
者
は
、
浦
野
聡
、
大
清
水
裕
、
後
藤
篤
子
、
芹
澤
悟
、
田
中
創
、
田
畑
賀
世
子
、
林
信
夫
、
樋
脇
博
敏
である。
テオドシウス法典（○・口の〆目冨・』Ｃの一目この）（一五）（後藤）
（５）本法文のｍｓの日日・には問題はないが、本法文が法文
⑯に先行して発布された可能性が高い。法文⑯註（１）。
（３）．（４）参照。
（未完）
法文を参照。
処
罰
と
し
て
、
穀
物
支
払
い
刑
が
法
文
⑯
で
言
及
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
な
科
料
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
本
巻
本
章
第
七
法
文
や
第
一
八
五七
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